
ダ
ン
プ
に
利
益

還
元
は
い
つ
？

道
路
業
界
最
大
手
㈱
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
の
子
会
社
栃
木

北
ア
ス
コ
ン(

塩
谷
町)

で

働
く
組
合
員
ら
は
仕
事
の

減
少
、
燃
料
の
高
騰
に
加

え
、
配
車
問
題
に
よ
り
減

収
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
１
９
日
、
栃
木
北

ア
ス
コ
ン
の
新
社
長
と
あ

ら
た
め
て
話
し
合
い
を
行

い
厳
し
い
現
状
を
訴
え
ま

し
た
。
社
長
は
組
合
員
ら

の
主
張
に
理
解
を
示
し
、

待
遇
改
善
に
向
け
た
継
続

協
議
を
確
認
し
ま
し
た
。

親
会
社
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
本
社
の
合
材
部
長
は

１
０
年
以
上
前
か
ら
組
合

の
要
請
に
対
し
て
「
増
益

の
際
は
ダ
ン
プ
に
も
利
益

を
還
元
し
ま
す
」
と
繰
り

返
し
明
言
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
の
営
業
利
益

は
１
６
３
億
円
、
２
０
２

２
年
営
業
利
益
は
４
２
０

億
円
、
こ
の
１
０
年
で
２

５
７
億
円
の
増
益
で
す
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
還
元
す

る
の
で
し
ょ
う
。

作
業
内
容
に
見

合
っ
た
手
当
を

セ
メ
ン
ト
業
界
最
大
手

の
㈱
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト

の
下
請
運
送
会
社
フ
コ
ッ

ク
ス
で
働
く
組
合
員
ら
は

特
定
粉
じ
ん
作
業
で
あ
る

建
屋
内
で
の
セ
メ
ン
ト
の

袋
詰
め
作
業
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

粉
じ
ん
障
害
防
止
規

則
な
ど
、
法
令
で
厳
し

い
健
康
管
理
を
強
い
ら
れ

る
作
業
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
「
作
業
職
」
と
し

て
低
賃
金
の
ま
ま
で
す
。

４
月
１
８
日
、
会
社
と

団
体
交
渉
を
開
催
し
、
作

業
に
見
合
っ
た
待
遇
改
善

を
協
議
す
る
こ
と
を
確
認
、

そ
の
後
分
会
会
議
で
月
額

４
万
円
の
「
粉
じ
ん
手
当
」

を
要
求
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の

最
新
決
算
を
見
る
と
経
常

利
益
は
前
期
に
比
べ
１
６

３
億
２
５
０
０
万
円
の
大

幅
増
益
で
す
。
自
社
製
品

の
袋
詰
め
作
業
を
担
っ
て

い
る
下
請
労
働
者
に
利
益

を
還
元
す
べ
き
で
す
。

日
産
は
下
請
け

い
じ
め
や
め
ろ

日
産
自
動
車
は
下
請
け

に
支
払
う
代
金
を
不
当
に

引
き
下
げ
た
と
し
て
公
正

取
引
委
員
会
か
ら
勧
告
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
額
は

わ
ず
か
２
年
あ
ま
り
で
３

０
億
円
余
に
の
ぼ
り
ま
す
。

栃
木
工
場
の
下
請
企
業

で
働
い
て
い
た
組
合
員
猪

瀬
泰
弘
さ
ん
は
会
社
の
安

全
対
策
を
軽
視
し
た
作
業

に
従
事
し
た
た
め
振
動
病

を
発
症
、
労
災
認
定
さ
れ

ま
し
た
が
不
当
解
雇
さ
れ

現
在
宇
都
宮
地
裁
で
撤
回

を
求
め
て
闘
っ
て
い
ま
す
。

猪
瀬
さ
ん
は
自
動
車
製

造
に
必
要
不
可
欠
な
築
炉

作
業
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

危
険
、
過
酷
な
作
業
は
下

請
労
働
者
に
行
わ
せ
働
け

な
く
な
っ
た
ら
理
由
を
で
っ

ち
あ
げ
て
解
雇
す
る
、
到

底
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

☆

☆

☆

☆

大
企
業
に
よ
る
利
益
優

先
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経

済
を
あ
ら
た
め
、
雇
用
の

７
割
を
占
め
る
中
小
零
細

企
業
が
正
当
な
利
益
を
上

げ
、
労
働
者
の
賃
上
げ
、

安
全
対
策
が
確
保
さ
れ
る
、

そ
れ
こ
そ
が
日
本
経
済
再

生
へ
の
道
で
す
。

２０２４年５月２５日 Ｎｏ２７１
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今
年
の
春
闘
は
大
企
業
を
中
心
に
大
幅
な
賃
上
げ
が

実
現
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
小
・
零
細
企
業
で
働

く
多
く
の
組
合
員
に
と
っ
て
は
「
雲
の
上
の
話
」
で
す
。

物
価
上
昇
に
見
合
う
賃
上
げ
、
待
遇
改
善
を
求
め
る

組
合
員
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

組合結成40年。ＮＩＰＰＯ塩谷分

会のみなさん。

夏は地獄。建屋内でのセメント袋詰め作業。

下請けいじめが発覚した世界の日産。

神田支部のみなさん。ごくろうさまでした。



自
民
党
の
「
改
正
」
案

は
問
題
の
大
本
に
あ
る
企

業
・
団
体
献
金
の
禁
止
に

踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
「
政

治
改
革
」
と
は
程
遠
い
内

容
で
す
。

な
か
で
も
闇
に
置
か
れ

た
ま
ま
な
の
が
、
政
党
か

ら
議
員
個
人
に
支
出
さ
れ

て
い
る
「
政
策
活
動
費
」

で
す
。

「
政
策
活
動
費
」
と
は
政

治
資
金
規
正
法
に
規
定
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
自

民
党
が
幹
事
長
や
国
対
委

員
長
ら
党
幹
部
に
渡
す

「
つ
か
み
金
」
で
す
。

政
治
資
金
規
正
法
で
は

政
治
資
金
の
収
支
公
開
を

求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
政
策
活
動
費
」
に
す
れ

ば
使
途
の
公
開
を
免
れ
ま

す
。２

０
２
２
年
自
民
党
幹

部
で
最
多
は
地
元
栃
木
５

区
選
出
の
茂
木
敏
充
氏
に

た
い
す
る
９
億
７
１
５
０

万
円
、
巨
額
の
資
金
が
何

に
使
わ
れ
た
か
ま
っ
た
く

不
明
で
す
。
自
民
党
の
収

入
の
３
分
の
２
は
国
民
の

税
金
で
あ
る
政
党
助
成
金

で
す
。

私
た
ち
地
元
有
権
者
の

見
識
も
問
わ
れ
ま
す
。

５
月
１
９
日(

日)

、
春

の
健
康
診
断
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
４
０

人
で
し
た
。

組
合
の
検
診
会
は
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
っ

４
月
２
４
日
、
栃
木
県

労
連
で
は
県
や
労
働
局
な

ど
関
係
行
政
機
関
、
自
治

て
病
気
で
廃
業
す
る
組
合

員
を
一
人
で
も
減
ら
す
こ

と
を
目
的
に
、
年
２
回
春
・

秋
の
日
曜
日
開
催
し
て
い

ま
す
。

組
合
で
建
設
国
保
に
加

２０２４年５月２５日 Ｎo２７１
◎
増
加
す
る
災
害
に
備
え
て
、
安
い
掛
け
金
で
自
然
災
害(

地
震
含
む)

か
ら
住
ま
い
を
守
る
こ
く
み
ん
共
済
の
「
新
住
ま
い
る
共
済
」
。
同
封
の
チ
ラ
シ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
組
合
で
加
入
で
き
ま
す
。

◎定額減税6月からの実施直前に給料明細への記載義務化。減税を実感させたい岸田政権による必死の支持率改善策ですが、まったく逆効果！

本
気
で
問
題
を
改
革
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
ま
っ

た
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
民
党
の
裏
金
事
件
を
受
け
た
政
治
資
金
改
革
を

め
ぐ
り
自
民
党
が
提
出
し
た
「
改
正
」
案
の
中
身
で

す
。
物
価
高
騰
で
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

庶
民
が
選
挙
で
改
革
す
る
以
外
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地元選出の茂木敏充自民幹事長

9億7150万円何に使ったんですか？

ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
に
「
戦
争
証
跡
博
物
館
」

が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
当
時
、
各
国
か
ら
の

支
援
を
示
す
展
示
物
の
な

か
に
全
日
自
労(

建
交
労

の
前
身
組
合)

の
ベ
ト
ナ

ム
支
援
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
組

合
で
ハ
ノ
イ
の
病
院
建
設

カ
ン
パ
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
い
う
つ
な
が
り

に
こ
じ
つ
け
て
、
佐
野
市

内
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
店
を

紹
介
し
ま
す
。

☆

☆

☆

☆

ベ
ト
ナ
ム
料
理
と
い
え

ば
米
粉
で
つ
く
る
麺(

フ
ォ
ー)

が
有
名
で
す
。
佐
野
ラ
ー

メ
ン
の
よ
う
な
コ
シ
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ー

プ
は
あ
っ
さ
り
系
で
大
変

お
い
し
い
。
生
春
巻
き
セ
ッ

ト
や
ベ
ト
ナ
ム
風
チ
ャ
ー

ハ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
お
得
で

ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
り
ま
す
。

【ＨＩＲＡＷＡフォー】
住所 佐野市堀米町610-6

定休 月、第４日・℡0283-86-9476

栃木県に要請する代表団

６
月
か
ら
所
得
税
３
万

円
・
住
民
税
１
万
円
の
定

額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
個
人
事
業

主
と
し
て
働
く
組
合
員
は

来
年
の
確
定
申
告
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(

た
だ
し
予
定
納
税
が
あ

る
人
は
第
一
期
予
定
納
税

分
か
ら
実
施)

今
回
は
従
業
員
や
専
従

者
給
与
の
源
泉
徴
収
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

【
減
税
額
】

◎
本
人
４
万
円(

所
得
税

３
万
円
住
民
税
１
万
円)

◎
同
一
生
計
配
偶
者
ま
た

は
１
６
歳
未
満
を
含
む

扶
養
親
族
１
名
に
つ
き
４

万
円(

所
得
税
３
万
円
住

民
税
１
万
円)

【
適
用
条
件
】

◎
居
住
者
に
限
る

◎
同
一
生
計
配
偶
者
は
合

計
所
得
額
が
４
８
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
減
税
方
法
】

６
月
以
降
支
給
す
る
給
与
、

賞
与
の
源
泉
徴
収
分
か
ら

減
税
し
ま
す
。
６
月
分
で

減
税
し
き
れ
な
い
場
合
７

月
以
降
引
き
き
る
ま
で
減

税
。
引
き
き
れ
な
い
場
合

は
年
末
調
整
で
再
計
算
、

そ
れ
で
も
引
き
き
れ
な
い

場
合
は
給
付
金
の
対
象
に
。

少しやせた方がいいと指摘されるＫ

さん。会場は組合近くの公民館。

不安そうにレントゲン車に入るＫさ

ん。悩みがあるようです。

入
し
て
い
る
組
合
員
は
実

質
自
己
負
担
な
し
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
健
診
会
場
で

「
即
要
治
療
」
の
判
定
を

受
け
る
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
次
回
は
９
月
開
催
。

７
月
の
機
関
紙
で
告
知
す

る
予
定
で
す
。

対
な
ど
に
「
県
民
の

暮
ら
し
と
雇
用
を
守

る
要
請
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

県
へ
の
要
請
に
は

建
交
労
か
ら
は
石
井

書
記
長
が
参
加
、
ダ

ン
プ
な
ど
燃
料
高
騰

に
苦
し
む
個
人
事
業

主
な
ど
に
対
す
る
補

助
金
の
抜
本
的
な
拡

充
と
手
続
き
の
簡
素

化
、
ま
た
暫
定
税
率

の
撤
廃
や
最
低
賃
金

全
国
一
律
１
５
０
０

円
へ
の
引
上
げ
等
を

国
に
求
め
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

牛肉フォー生春巻きセット


